
25名様

◆旅行出発日

◆出発地・コース

※写真はすべてイメージです。

4 24 

No.621 A 山陽専用P11:10―岡山専用P11:30―岡山市営駅南P12:00―両備バス倉敷13:00―
No.626 B 福山駅南口11:40―福山オフィス前12:00―両備バス倉敷13:00―

○食事:昼食（弁当食）

各地―旧金毘羅大芝居（金丸座）（第39回 四国こんぴら歌舞伎大芝居／第二部A席 開演15:00 終演18:00頃・弁当食）―
―A 岡山市営駅南P20:20頃/B 福山オフィス前20:20頃―各地

●旅行コース上の 青字 は下車観光(入場料を含まず)、 赤字 は下車入場観光(入場料を含む)、紫字は自由行動・自由食またはオプション設定を表しています。

◆旅行代金（おとな・お一人様）

●こども同額36,800円

No.621・No.626 香川県 日帰り 添乗員同行

提供:(公社) 香川県観光協会

【第二部あらすじ】
一、『妹背山婦女庭訓 三笠山御殿の場』（いもせやまおんなていきん みかさやまごてんのば）

権勢を誇る蘇我入鹿の三笠山御殿へ、入鹿の妹の橘姫が戻ってきます。橘姫の振袖に赤い糸をつけて後を追いかけて来た恋人
の求女が現れると、二人は御殿の中へ…。そこへ、求女を追って訪ねてきたのは、杉酒屋の娘お三輪。恋い慕う求女の裾につ
けた苧環の白い糸が切れてしまい途方に暮れるお三輪は、通りかかった豆腐買おむらにその行方を尋ねます。これから橘姫と
求女が祝言を挙げると聞いたお三輪は御殿の中へ急いでいきますが、お三輪は橘姫の官女に弄ばれた挙句、聞こえてきたのは
二人の結婚を祝う声。嫉妬に狂い、凄まじい形相となったお三輪が中へ押し入ろうとすると、漁師鱶七が立ちはだかり……。
大化の改新を素材とした『妹背山婦女庭訓』。ドラマチックな展開の「三笠山御殿」は、お三輪の切なく情熱的な恋心が胸を
打ちます。重厚かつ壮大な歴史ドラマにご期待ください。

二、『鷺娘』（さぎむすめ）
静かに雪の降る水辺に、白無垢姿の娘が佇んでいます。蛇の目傘を差したこの娘は、人間の男との道ならぬ恋に思い悩む鷺の
精で、切ない恋心を次々と見せていきますが、やがて苦しみもがき出し……。恋に迷う女性の姿を様々に見せていく本作は、
幻想的な美しさの中で激しく凄まじく踊る幕切れは必見です。歌舞伎舞踊の名作を是非ご覧ください。
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